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苦痛や不快感を最小限に抑えた
随伴性マネジメント計画
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7 もはや選択肢は残されていない。

制御不能な安全リスクを軽減するための最終手段として、安楽死を検討する。

手に負えない、かつ受け入れがたい安全リスクは存在しますか？

機能的アセスメントを実施し、標的行動および定量化が可能な目標を特定し、明確化したうえで、
これらを操作的に定義する。

6 緊急時：より嫌悪的な介入を検討する。

2 エラーレスかつ正の強化を重視した随伴性マネジメント計画を策定・実施し、

行動を定量的に測定・記録する。

十分な進捗が得られない原因を特定し、解決策をさらに推し進める。

3 失敗の分析：十分な進捗が得られなかった原因を特定し、改善する。

・機能的アセスメントおよび随伴性分析の正確性を再検証する。

・行動目標の妥当性と必要なトレーニング量を評価し、必要に応じて調整する。

・クライアントの（スキル）習熟度と（手順）遵守状況を確認する。

・先行条件を評価する：進捗が早すぎてエラーレスになっていないか？ディストラクション、距離、時間の設定は適切か？

　　　　　　　　　　　D-パラメータや反応努力、動機づけ操作は適切か？身体的または医学的問題はないか？

　　　　　　　　　　　必要に応じてエラーレス・アプローチを再度徹底する。

・結果事象を評価する：強化のタイミングやスケジュールは適切か？介入手続きは適切か？

　　　　　　　　　　　嫌悪刺激が十分に排除または予防されているか？

　　　　　　　　　　　慎重なステップを踏んだエラーレス・アプローチを再度徹底する

5 総合的に見直して、サプリメント/投薬を検討する。

定量化された
目標の達成 

--- 成功!

定量化された目標を達成できなかった

定量化された目標を達成できなかった

定量化された目標を達成できなかった

・獣医師による総合的な診察を受けるよう推奨する。
・同僚に意見を求め、信頼できる文献や情報源を参照する。
・専門家のスーパービジョンやピアレビューを受ける。
・より経験豊富な専門家へクライアントを紹介することを検討する。
・問題行動を受け入れる、またはまたは新しい行動を導入しない選択肢も考慮する。
・監督体制の強化、相談頻度を増やす、必要に応じて無償対応を行う、
　または預かりトレーニング（ボード＆トレイン）の手配などを検討する。

・これまでの検討事項を一から徹底的に見直し、失敗の原因を特定・解決する。
・嫌悪感や侵襲性が最小限になるサプリメントや投薬を検討する。
・譲渡を検討する。

これまでは正当化しづらかったものの、有益となる可能性がある「やや強い嫌悪を伴う介入」を、リスクとメリットを
天秤にかけながら検討する。もし、この手法が効果を示した場合は、より強化を重視した方法に移行するとともに、
副作用を軽減するための行動変容プログラムを導入する。最終的には、行動を長期的に維持できるよう取り組む。

定量化された目標を達成できなかった
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定量化された目標を達成できなかった
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